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対話型アセスメントツール（居場所曼荼羅）の開発
─居場所の構成要素抽出と療養環境への示唆─








ら 70 歳代以降の男性 26 名 , 女性 32 名の計 58 名を対象とし , 平成 26 年 8 月から 9 月に調査
した．結果は「パーソナルスペース」における「家の中など個人の空間や日常生活環境」「家
族との触れ合い」や「その他落ち着く環境」の 3要因 ,「ソーシャルスペース」における「趣





ツールは 15 分〜 20 分程度ででき簡便であると考えられる．しかし，質問項目に解釈が難し
い部分があるため , より明解な提示方法を検討する .
キーワード :居場所 , 療養環境 , ツール開発
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Extraction of constituent elements of place of residence in general 
adults and suggestion to medical environment
Tomoko Higashino1）, Tetsurou Funayama2）, Hiromi Kikuchi3）, Hirofumi Ueda4）
1） School of Nursing Sapporo University of Health Sciences　
2） Graduate student Graduate School of Design Sapporo City University
3） Graduate School of Nursing Sapporo City University　
4） Hokkaido University Center for Advanced Tourist Studies 
Abstract: This study aimed to develop a tool for identifying components associated with a “place to 
stay” by using a design-based visualizing method, and to clarify the desirable environment for medical 
treatment. To examine the components of a place to stay, we combined "mind map" and "evaluation 
grid method" to depict abstract imagery . The study was performed from August to September 2014 in 
58 healthy subjects (male: 26, female: 32) in their 20s to 70s or older. The results were classified into 
7 categories: “private space or daily living environment such as home,” “communication with family,” 
and “other comfortable environments” as “personal space”; “hobby activity,” “social communication,” 
and “social environment” as “social space”; and “withdrawal from negative feelings”. The place to stay 












なった 2). 具体的には, 「療養上良い」, 「安全」, 「安






する調査 3) によれば, 一般市民の 63.3% が「自宅で
療養したい」と回答し, 平成 24年の内閣府の調査 4)
でも一般市民の54.4% が「終末期を自宅で迎えたい」
と回答している. また, 平成 22年度の内閣府の介





か. それは , 病院は自宅と違って自分の居場所では
ないからだろうか. 
　居場所に関する文部科学省での定義によると, 「居











































the meaning of his/her life through communication with others. A desirable environment for medical 
treatment would have similar characteristics. In addition, the environment should be adjusted according 
to the developmental stage, so that both persons who need care and caregivers can feel comfortable. 
The new method is simple, which takes only 15 to 20 minutes to complete the questionnaire. However, 
some questions are still difficult to understand, and need to be improved with clearer expressions in the 
questionnaire.
This study was performed after obtaining approval from the ethical committee.




































































































いた単純なものとした. Adobe Illustrator CS5®を
使用してデータを作成した. 円は太さ0.5ptの線で






















































































きる .  Adobe Illustrator CS5® を使用してデー




るフォントを用いた . また , 高齢者にも見やす
い太い文字が良いと考えＤＦ太丸ゴシック縁取り
を採用し , 文字の大きさは 30pt で記入した . 番
号の主張が強くなりすぎないよう文字の色は CMYK






















ⅶ . 最後の質問です. 今書いたことについて, 
それらがどういう状態・状況にあると望ましいと考
えるか 3番の円の外側に書いて下さい.




問は , 1.「男性か女性か(2 択 )」， 2.「20 歳代から































そのため, ベレルソン 14)の内容分析を基に分析した. 
対話型アセスメントツール（居場所曼荼羅）の開発






































20歳代 6 7 13
30 歳代 5 6 11
40 歳代 5 6 11
50 歳代 5 3 8
60 歳代 3 3 6
70 歳代以上 2 7 9
( 途中棄権者 5）




大 9 個で平均は 3.5 個 /1人であった．円1の外側の
円の2では ,最小1個 , 最大 12個で平均は4.0 個
/1人であった．もっとも外側の円の3では, 最小1個， 
最大 24個で平均は5.8個 /1人であった． 円の外側









く環境」の3 要因に集約された , 「ソーシャルスペー
ス」では「趣味活動」「社会的交流」や「社会的環境」
の3 要因に集約された . そして, 「ネガティブな感
情からの離脱」の1カテゴリー1要因を合わせ計 7
要因に集約された . 









































　「社会的環境」は , 対象者の背景にもよるが, 学

























































































































































　エリクソン 15)は , 20 歳代では「アイデンティティの
確立の時期」であるとしている. 本研究では「誰に






























とは , 川口らが, 入院環境において多床室であって
も個人の時間や空間を確保できる工夫が大事なこ
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表 4．年代別居場所の概要
 家 (自室） 実家
　親戚・
祖父母
職場 自然 乗り物 娯楽































































































いだろうか. 同様に , 介護者である家族であった場





























　人の居場所とは , 心身共にリラックスでき, 自己
の存在価値が見いだされる場所である. 療養環境に
必要な居場所の構成要素は , 「パ ソーナルスペ スー」
と「ソーシャルスペース」のバランスが保たれている
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